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はじめに 
私たちが所属する情報技術部では、2017 年から防災アプ

リを開発しています。アプリ名は佐土原高校生が災害や防

災に関する情報を発信するアプリと意味で『SHS 災害.info』

です。開発当初より、プログラムを情報技術部が、アプリの

デザインは産業デザイン科がこだわってつくっており、大人も

子供も使いやすい防災アプリを目指して開発しています。 
主な特徴は、地理空間情報を使い全国の避難所を表示し

たり、スマートフォンの AR 機能を使用して、身近な避難場所

の標識を表示したりする機能があります。そして、昨年から

宮崎地方気象台からの助言をいただき、気象に関する防災

機能を開発することになりました。その中には、気象庁のホ

ームページからキキクルをお借りして作った機能もあり、減

災に役立つものになっています。 
 
研究等の方法 
 まずは、気象台からの提案を実際に使えるように、機能の

大枠を作りました。その機能とは主に 
１．「キキクル」と「雨雲の様子」の画面を重ねる 
２．警戒レベル表の解説 
３．大雨時の避難行動 
４．避難先や避難経路・ハザードマップを保存する 
の４つです。 
 １の機能は、ユーザーに今の災害リスクや、災害の起こり

やすい場所を知ってもらうためのもので、雨雲の動きや現在

の災害リスクの状況、ハザードマップなどを一度に見られる

ように、重ね合わせて表示しています。 
 ２の機能は、気象庁ホームページに詳細まで書かれている

災害警戒レベルを、音声付きで簡単に解説するものです。 
 ３の機能は、気象庁の「大雨の時にどう逃げる」のワークシ

ートに沿った質問に答えていくことで、大雨時の避難行動を

整理するものです。 
 ４の機能は避難先や避難経路・ハザードマップをアプリ内

に保存しておくことで、オフラインでも確認できるようにするも

のです。 
 これらの機能は宮崎地方気象台の方々とリモート会議をし

ながら開発しました。また、これらの機能以外にもより便利な

機能を追加していく予定です。 
 
結果・考察など 

１では重ねることはうまくい

ったものの、お互いの画面で

同期をとることが難しく、画像

のようにずれて表示されてし

まうことがあります。しかし、

キキクルと雨雲の様子を個別

にみるよりも現在の状況が把

握しやすくなりました。（図１） 

２では気象庁ホームページの文字の

量が多かった災害リスクの説明を、「とる

べき行動」に絞って一言で表しました。詳

しく知りたいときは画面をタップすることで

音声付きの説明を見ることができます。し

かし、音声は機械音声を使用しているた

め、聞き取りづらい箇所が残ってしまいま

した。（図２） 
３では１枚のワークシートだったものを

質問ごとに細分化し、次にどの質問に答

えればいいかわかりやすくしました。ま

た、災害レベルが何になったときに避難

すればよいのかや、避難にどれくら

いの時間がかかるのかを一目で分

かるようになり、大雨時の避難行動

を後押しする機能になりました。し

かし、問題の出題順番などに問題

点が残っているため、改善を重ねて

いきたいです。（図３） 
４では洪水害・浸水害・土砂災害

のハザードマップや、避難経路の写

真を４つまで保存できるようにしまし

た。しかし、現在はどの写真が何を

映したものなのかわかりにくいた

め、写真に名前を付けて保存できる

ようにしたいと考えています。（図４） 
 

おわりに（まとめなど） 
 アプリを開発するためのコンセプト

は「より多くの人のために」です。今

後もアプリに様々な機能を追加し

て、防災の幅を広げたり、アプリの

コンテストなどに出品していろいろな

人に知ってもらったりすると共に、防

災意識を高められる活動をしていき

たいと考えています。また、アップデ

ートを重ねてその年の最新の機能

を提供して、もっとたくさんの人に楽しく使ってもらえるように

精進します。 
GooglePlay ストアや AppStore で「SHS 災害」と検索すれば、

ダウンロードできます。どうぞお試しください。 
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